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東亜天交二二観測部月報

　　　　　流星課月槻報告Report，　Meteor　Seetion（41）

　　　　　　　　　　諜長小愼孝；郎（K・KQmaki）

　去る11月に於ける獅子座流星雨の襯測は天界4一二に特別に登表したので，こ義に．は

それ以外の襯測と12刀の観測とを併せて述べることしした・

　北海道札幌市の小田島課三君は昨秋よりの襯二者であるが，下保君とともに相たす

けつX，獅子座流星雨の観測にも霊力せられ，大いに將來を期待してみたのであるが，

去る12月28日急病で長瀕せられた．同君は纒瞼は多いとは巾されぬht’，光度測定及び

襯測時間の器械的襯上等に於て，研究的態度は實に立派であった・流星課としては大

きな損失である・

　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　×

　現在流星襯測の最も盛んに行はれてるる國々は，北米・英國・露國（特に中央アジア

のタシケントに於ては毎年多くの観測が報ぜられてるる）及び日本であらうと思ふが，

この4箇國が地球上樫度的に適常に分布されてるる事は甚だ興味深いことである．大

流星群の極大日時の確定の如きは，　この4箇所の襯測がよく調査されることに依って

期し得られるであらう・其の他ではヨ1ロツパの各地，印度，ニュージーランド等で

も槻測がよく行はれてるるが，最後のニユ1ジiランドを除くと，悉く北牛球であっ

て，輻射貼の南方にあるものは充分なる襯測は不可能である・この理由tcよって，我

々の同胞が南米ブラジルに奮闘せられる事は，甚だ重要な意義を有するものである・

同地の観測の健全なる聞達を希ふものである・

　　　　　　　流星韓の出現歌現　（Notes　on　aPPa「itions　c）f　swa「ms）

　1・12刀前牟の双子座流星群　（Geminids　in　December，　Ig32）

　この流星群は下保，八幡，笹部，阪元の諸氏及び筆者によって観測を行はれたが，

10日以後は月明の爲め襯測を妨害せられる事が甚だしかったので，充分なる出現状呪

を知る事は出來なかった．しかし193］年度に於けるが如く著しい出現はなかったもの

と察せられる・極大は恐らく13日一14日にあったものと解せられる・

IL其の他の流星群（Other・warms）
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長府の淺野氏は11月21日＆に牛座9旛星附近（Ct・＝72。，δ＝＋19。）に一流星群を見ら

れた・1時間40分の槻測巾11個を見られ，その中6個はこの群を届するものであった．

　窪田氏はU刀1日夜鯨座（α＝39。，δ＝・十7。）に一流星群を観測され，佐野氏は同刀19

日夜ベガソス座附近（α＝357。，δ・＝十25。）に流星群を見られてるるが，二者とも顯著の

ものではない．

ユ2刀24日早曉本田氏は乙女座（Ct－180。，δ・＝＋7つ）に一流星群の活動ぜるを親測され

てるるが，こ記しは前H23　El　FC佐野氏によっても認められてみる・

　　　　観測蕃，1親測地及び観測激　（Summary　for　Nov．　and　Dec．1932）
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（1）光度は出現常時は負2等，其の後租増光して負樽となり，一旦負2等に滅光

　　したる後，急激に四光し金星の3倍（負5等以上）の光を放ちたる後浩滅す・

　　色の攣化はY→YW→YB→YR→Rの如き過程を経たのである・

　　　　　　観測の概略（Daily　Summary　of　Observations）
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日時は襯測時間の中心時刻を示す・

Sn，　Kuの槻測には微光流星の襯測を含む・

（）内は双子座流星群（Gelninids）の流星籔を示す・

一X

�ﾌあるものは軍に籔へたのみである・

委員長
委　　員

　　　　　國際天女同盟第22委員會（流星部）

C．　P．　Olivier．

Mme，　G．C．　Flammarion，　C．　A．　Chant，　C．　R．　Davidson，　Felix　de　Roy，

G，M．B．　Dobson，　WJ．　Fisher，　II．　Grouiller，　C．　Hofftneister，　A．　1〈ing，　P．XV．

Merrill，　E．　Opik，　W．｝1．　Pickerlng，∫。　Svoboda，∫．　Sykora，（山本一清）
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　　　　　　　　　　黄道光課報告（1933年1月）

　　　　　　　　　　課　長　　荒　　木　　健　　見

　曉東天の黄道光は殆んど見る影もないものになったが，管西天の黄道光は面白）・活

動を見せてくれる時である・天候には恵まれるし，太陽は大活動をするし，麹測は愉

侠に行はれてるる．封日照は銀河をはなれて蟹座に進む，火星や木星に妨げられない

までが好機である・無類の熱心家佐野君の休測は淋し》・が，下保君と皆瀬君との精働

に加ふるに笹部君を以てし，黄道光課は相攣らず盛んである・新進笹部君は若年に似

合はな）・確實さを示し，課の中堅として凹凸を囑目される．

　1，観測者及び観測敬

観測　者 略　符 二二　地 1三光1糊翻 封日照瞬二二

荒　木　健児 Ar 倉敷天丈i毫
1
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旨

　　　」mぐ｝．　163

編　井　實　信 Hk 大阪府池田町 1 No．　24

橋　本　　漣 Hs 兵庫縣相生町 4 No．　28

廣瀬永治郎 Hr 岐阜縣美濃町 　11P
No．　63 6 NQ．　30

古　畑　正　秋 Hu 松本高等學校 】1 一 1
窪　田　繁夫 1くb 京都府福知山 ．　　4 N吐）．　44 i

下　保　　茂 Kh 札　　幌　　市 　11 No．　i62
8 No．　61

金森　了　壽 1く：n 長野縣水内村
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3
i
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渡　邊　恒　夫 Wt ．大分縣杵築町 i　2 No．　　9

2，黄道光観測日一寛表　（数字の下に一線を引）・てあるのは東天の襯測）
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　5，上旬曉の黄道光

　月は上弦前後で，その曉をねらったのは萬萬歳！！　寒風するど）・中を貴重な記錐を

得やうとする勇氣に感謝したい・頂鮎は乙女座にあり，木星が妨げるやうにもない・

淡いとは言ひながら駄etchは充分とられてるるが，さすがに攣化は認め1・cくい・最

も面白いことは三君臣に黄道光全形の北偏と中心線が正しく黄道に雫行なことであ

る・黄道が地雫線に近く南の方ICあるこの頃，札幌で比較的明瞭に認められたの1まあ

の太陽黒黙の影響であらうか？9日の下保君は日浸後の時刻をとってみる・小棋流星

課長からの報告による3日曉の様子も上記の現象を裏書きするものがあった・（花山急

報第24號．　25號，　26號）

　4，　15日宵の急激な劇化の観測

　太陽活動が最高潮になってみた頃の15日に，廣瀬君は大攣動を槻測してみる・形が

急に非常に小さくなり，Bandは一時浩え，しばらくすると回復した・全膿としても

っと明るくありさうなところが，豫想以上に淡いのを意外としてみる・14日目はほし“

同一時刻に爾君の二二があるが，攣化は認められず手凡なものであった・　（花山急報

第26號＞

　5，16日宙の五君の観測の比較

　編心心は時刻が濡すぎたため淡いものを得てみるにすぎないが，他の諸君は明瞭な

外形をとってみる．前日に比して明るさも張く，形も長く，實に堂々たる姿である，

廣瀬君のみはかすかなバンドを認め，19時25分第2回の槻測に於ても尚ノ・ツキりした

ものを得てみる・窪田君は二化を記錐してみる・沓掛君も既に充分熟練の域に入った

（花山急幸艮第26琴虎）・

　6，申旬の憂溜に於ける観測

　17日には時刻が少し遅かったが，19日には全く好期をとってみる・勿論爾日共光帯

で，さすがに南國を思はせるものがある．殆んど同． ｶゃうな出現を見せながら，ユ7日

には激しv・激動を見，19日には全く認められてみない・

　7，18日札幌で見ら乳た黄道光帯

　下保君は19時30分と）・ふ渥）・時刻に，幅約6。のBandをとってみる・明るさの黙

はさうではないが，かなり苦しさうな観測である・19日には同一時刻，ぼし“同一歯面

の下に，Bandにはなってみな〉・，長くのびて項鮎を結んでみる・（花山急報第28號）

　8，19日の観測5個

　笹部君は街光の妨げを押切って極めて淡）・光讐をとってみるのはプレヤデスを9個

昆得る鋭眼の賜と思ふ・廣瀬君のバンドと比し，窪田君の頂黒占の位置と比し，興味を

呼ぶ多くのものがある．（花山急報第27號，28號）

　9，一罪三回の観測によって得られた饗化の興味

　下保君は22日と23日と1（各3個のSketchを得てみる・頂鮎の高い，外形の明瞭な黄
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道光の中心線に攣動を認め，色の攣化と共に注意してみると，頂黒占近く少しNに曲

るのも認められ，次第に細くなり，日浸後3時間39分の頃には封日照も認められ，淡

い光帯をスケッチしてみる・前後1時間，明るさは少しも衰へてるない・太陽は雫静

を保ってるた時である・以上は22日の結果であるが，23日にも認められてみる・（花

山急報第2S號）・

　10，黄道以外に見得る不規則櫃光榮

　佐野君や故小田島君の見られるもので，下保君は23日の大品動のなかに得てみる．

即ち，黄纏15。のあたりに，北方に幅3。のBλndの枝を見，これに興味を引かれ，

オリオン附近の暗）・空を標準とし為光度計を以て明るい空の外形を調べ，黄緯北

30。のあたりに蓮する蛇行線を槻測した・この時，枝の光帯も検出し得て愉快を極め

る．

　H，25日偏札幌の観測

　下保君は淡）・，そして細長v・黄道光をとってみる・離角の値が100。となってみる

が，同日の寳の値：と比して大差ない・一般に曉は低いのが善通であるが，この場合は

一つの例外と）・へやう・（花山急郵藁第28號）

　12，24日のすばらしい黄門光の明るさ

　金森君は24日18時32分に，一角獣星座の銀河の明るさの10倍以上といふ記録をとっ

てみる・これは何によるのか全く疑問である・もう少し時間を費してよく調べるべき

であったが，攣化も槻測してみな）・のは誠に惜しいことである・黄道光の形は底部や

工廣く．急に細くなり，黄纒工0σのあたりから光帯状を示し，プレヤデスのすぐ下

で｛．んでみる・（花由急報第27號）

　15，鴬眞による黄逆光の明るさと北極空の明るさとの比較

　私は24日肉眼観測を終へて，19時27分から10fi間，20時04分から15分間黄道光に向

け，同一時間を北極空に向け，2赦試みたが，これ位の露出時間では望みはない．（黄

道光課通信第21號）

　14，25日西天の偶然的呼時観測

　三君が申合せしたやうに擬諭してみる．橋本君は幅を康く，少し南よりに見てみる

のは造船所作業の閃光のためらしい．廣瀬：君と窪田：君とはBandをとってみる・離角

の推定値：は980と一致してみる・底部の雲と人工光とのため比較は困難であるが，項

鮎附近は愉快な一致を示す・（花ilt急報第27號）

　15，月末西天の：黄蓮光の畏さ

　廣瀬君，橋本君，下保君，沓掛君，笹部：君，渡邊君の観測では，頂黒占は黄経50Qの

あたりにあり，從って離角の値は大きく，ユ00。を越えてみる・バンドと考へられな

）・こともな〉・・先づ普通のfll現である・（花山急報第28號，29號）
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　16，51日嘉中に於ける曉の黄撹光

　さそり，へびつかひ，いての銀河を貫）・てるる・下牛分は銀河から離れてみる・明

瞭に観測されてるる・焼印占はノ・ツキリとられてるるが，例によって低く，離角の値は

61。にすぎない・頂黒占の南偏4。も面白い・時刻が薄明のはじまらうとする時で，も

っと早いとどうであらうかと考へさせられる・

　17，翁日照観測日一覧表

Hr

I〈n

：b

17　19，　24　26　29　30
　　18　19．　22　24　27　28　29　30

　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　18，申旬月没後の勤日照

　位置は双子座の銀河に接近し形はやX小，東方に光帯のないことは確實であるが，

西方は銀河のため不明とする．明るさの中心黙は西偏である・下保君は20時30分野い

ふ早）・時刻に襯測してみるのもある，（花山急報第26號，27號，29號）

　19，下旬の罰日照の概況

　形は大きくなる，銀河を離れるが，外形は不明瞭のまNである・たし“　22日FCのみ下

保君は頗る明瞭な形をとってみる・25日の廣瀬君の西方の光帯を初として，29日には

二君の西一方，30日には下保君と廣瀬君との東西両方，笹部君の西方の光箒となって下

る・（花山急報第29號）

　29日には下保君と廣瀬君との間に，21時を期しての同時擬測が行はれ，外形の明瞭

度，光帯の大さ等につV・てよく調べられてみる・淡いための不充分的成功は蔑念であ

った．

　30日には畑瀬：君と初陣の笹部君とが23時の偶然的同時親雪になってみる・笹部：君は

約10。も東にとってみることは注目に値する・

　20，日早耳射日照の見えはじめるの．は何時頃であるか？

　この重要な問琶について，米國天丈學會黄道光課長グランビル先生から山本先生宛

に書状で調査を要求して來てるる．下保君は19日19時30分には未だ認められず，20時

にはかすかに見え，20時30分・に外形やN明瞭なSketchをしてみる，」又，22日19時45

分には見えず，20時にはかすかに見え，21時に外形明瞭なS　1〈etchをしてみる．（花山

急幸侵第25號，　29號）



199，

黄道光課報告

課
理
D
峨
卸
勧
酬
煽
欄
黒
目
ぬ
嘲
騨
麟
ほ
馳
脚
酬
比
比
館
照
覧
輝
妖
激
働
鍬
」
膨
田
富
額
肱
醐
鮮

㍊
綴
珊
珊
雛
蠣
雛
灘
華
難
黙
黙
擬
欝
無
職
鱒

　
　
　
　
　
　
　
下
　
保
　
（
札
　
幌
）

58

44

直
　
覗

22
Q2
Q2
Q2
Q3
Q2
Q2
Q2
Q2
Q2
P1
P1

O
0
0
0
0
0
0
0
雪
0
1
1
1
5
1
6
3
3
4
0
2
6
3
9
1
7
魏

15

30

則
千
　
葉
　
（
水
　
澤
）
水
　
谷
　
（
東
　
京
）

5
0
3
8

5
0
5
0

直
　
覗
直
　
覗

雪
1
2
曇
盛
暑
雪
景
1
2
雪
曇
1
1
曇
0
0
0
雪
0
曇
u
O
O
O
1
1
1
5
曇
曇
雪
曇
2
4
1
3
曇
曇
曇
曇
雛
雨
雪
2
2
2
2
2
2
曇
0
1
1
⑪
0
0
雨
0
0
0
0
0
0
盈
1
5
曇
仙
川
2
8
2
4
1
3
雨

7
1
0

1
5
2
0

直
　
親
直
　
硯
直
　
覗
直
　
親
直
　
覗
直
　
親
直
　
覗
直
　
親

曇
2
2
2
3
2
5
曇
曇
曇
2
6
2
4
曇
1
1
1
1
0
0
0
雪
0
0
0
0
0
1
2
1
3
1
4
雪
曇
雪
滑
4
1
1
7
雨
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
2
3
2
2
n
1
1
U
O
O
O
雪
ひ
0
0
0
0
0
弼
1
4
雨
器
雪
3
0
3
6
1
8
雨
曇
曇
2
2
曇
忙
2
2
2
2
2
2
2
2
曇
1
1
族
0
0
0
雨
O
曇
忙
忙
忙
忙
曇
婚
雨
曇
雨
雲
1
6
曇
雨
曇
2
5
2
4
曇
2
4
2
4
2
5
2
2
2
4
雪
H
n
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
n
雨
1
5
2
5
雨
雪
2
6
旅
雨
曇
2
2
2
2
雨
曇
2
2
2
4
2
2
2
2
曇
U
1
1
0
⑪
0
0
0
曇
0
曇
り
0
1
2
1
4
雨
曇
雨
3
0
3
0
1
5
雨
曇
曇
曇
曇
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
曇
1
1
0
0
⑪
曇
曇
o
曇
O
曇
曇
曇
曇
1
4
雨
曇
雨
1
3
曇
1
1
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
2
2
2
2
2
3
曇
1
1
1
1
0
0
0
0
0
曇
曇
曇
曇
曇
忙
1
5
曇
雨
雨
欠
1
6
1
5
雨
2
2
2
2
2
2
曇
2
6
2
5
2
5
2
5
2
5
曇
1
1
欠
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
雨
3
3
曇
雨
欠
2
6
1
4
曇
雨

2
1
2
7
1
2
2
3
2
1
1
4
1
3
2
2

陽

荒
　
木
（
倉
敷
）

箔

圃80

直
　
観

曇
2
2
2
2
雨
欠
2
2
2
3
2
2
2
2
雪
1
1
1
1
0
0
0
U
O
O
O
曇
0
0
曇
2
0
雨
3
8
雨
3
4
3
7
1
7
1
1

14

23

太

山
　
田
　
（
小
　
郡
）

腸

48

直
　
覗

病
氣
の
た
め
休
測

的
5
3

淺
　
野
（
長
府
）
渡
　
邊
　
（
杵
　
築
）

7
0
8
0

6
0
6
4

直
　
覗
投
　
影

曇
翅
2
2
曇
2
2
2
2
雪
2
2
2
3
雨
1
2
1
1
0
0
0
雨
0
0
0
雨
欠
雨
晶
諏
暴
肉
雨
認
雨
3
0
認
1
4
1
5
曇
忙
2
2
曇
曇
2
2
2
2
曇
2
4
曇
雨
曇
U
忙
曇
曇
雨
曇
O
曇
0
曇
曇
雨
雨
2
7
3
0
3
6
n
1
1
弼

獅
1
7

1
9
1
3

佃

松
　
本
　
（
奎
　
中
）

50

40

直
　
親

22

J
2
2
2
4
2
3
曇
2
3
2
2
2
2
曇
曇
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4
U
1
4
1
4
3
2
雨
曇
雨
1
3
1
2

11

23

襯
測
者
（
地
名
）

器
率
倍

法
方

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3

均
雫

畷



200 黄道光課報告

太陽課々員名簿
宮本正太郎
　京都市山科花山天女墓

　　　極軸反射鏡110粍　　　46倍
　　　直　観　（鍍銀なし）

大橋章男
　京都市中京医六角逓堺町

　　　屈折鏡　　90粍
　　　直　覗

伊達英太郎
　兵庫縣川邊郡雲雀ケ丘

　　　屈折鏡　　36粍
　　　直　幌

改蛍香　鳩
　神戸市須磨關守畔
　　　掘折鏡　　　150粍

　　　直　覗

荒木健　見
　岡由縣倉敷天文墓

　　　屈折鏡　　　75粍

　　　直　硯

90倍

55倍

68倍

75倍

　　　　（3）

由　田　　長

　由口縣小郡町井戸方

　　　反射鏡　　75粍

　　　直視

淺野英之助
　由口縣長府直隠小田

　　　反射鏡　　　70粍

　　　直親

渡邊恒夫
　大分縣杵築町上町

　　　反射鏡　　　80粍

　　　投影

松本武　男
　塁三三中高等女學校

　　　屈折鏡　　　58粍

　　　直親
千　葉　武　志

　岩手縣水澤緯度槻測所

　　　屈折鏡　　　50粍

　　　直　覗

48倍

60倍

64倍

40倍

50倍
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　　　　　　　　　本野々員は観測部に加入せられよ

　本協會の槻三部は去る大11汁年九月に組織されたもので，既に十二年の輝

やかしV・歴史を有し，“Observing　Setion，0．　A．　A．”の名の下に，全世界同志

と相携へて，直接に學界と接零してみる．一昨秋，部の規約を新たに定めて

陣容を整へ，部長の監督の下に，次の各課の活躍が行はれてるる・

　1・流星課　（課長小棋孝二郎）

　　　　全島を六班に分ち．絶えず課報其の他による連絡を取りつL襯測を途行して

　　　　みる・襯測報告は日英雨丈のものをL天界「に襲表し．叉，特殊なものは花

　　　　山ブレテンに載せる．甲乙二種類の流星用星川を出版してみる・

　2．　彗星課　　（課長　柴田　淑次）

　　　　絶えず新彗星の捜索を奨働し，」又，槻測をなし，中村急報に回報を出してみる・

　3・攣光星課　　（課長　小1k　秋雄）

　　　　日本攣光星學會と密接に蓮回し，観測を奨記し，星圖の研究や費行をしてゐ

　　　　る．

　4・太陽虫　（課長x島　昇，　幹事山本英子）
　　　　黒黙二一に全力を集中し，全周に十こ口の課員を以って，活躍してみる・

　5・黄道光課　　（課長　荒木　健児，　幹事　亀井　転記）

　　　　米國力1ネギ1學院と連絡を取りつN東洋D黄道光現象井びec黄道帯や封日

　　　　照の観測をし，結果は花山ブレテンや急報及び米町力三目で饗表する．

　6．　豫報課　　（課長　lb本　一清，　幹事　柴田　淑次）

　　　　年三の編輯や天膿諸現象の計算四二をし，花出ブレテンや本四の急報を賑は

　　　　してみる．

　7・　機械課　　（課長　木邊　成麿）

　　　　観測器械の設計をし，叉，製作や使用上の指導や研究をしてみる・

　8．霜眞課　　（課長覇井　壽彦，　幹事　三宅　義夫）

　　　　天髄寓眞の研究と指導をなし，中村急報ゑ螢行し，叉，教育用の天文幻燈を

　　　　製作してみる・

1蝿羅｝（近・開設・豫定）

　本三々員は軍に加入申込みと部費納入により，何れの課にでも加入するこ

とが三二る．加入と共に，課長との連絡により，其の指導を受けて，天三門

測の維験的興味と各種の特梅とが與へられる．


